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１
－
外
国
人
の
現
況

　
情
報
通
信
・
運
輸
技
術
の
進
歩
、
東
西
冷
戦
構
造

の
終
結
、
貧
困
や
所
得
格
差
の
拡
大
、
世
界
レ
ベ
ル

で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
問
題
の
発
生
な

ど
に
伴
っ
て
、
世
界
的
な
人
の
移
動
が
活
発
に
な
っ

て
お
り
、
地
球
規
模
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
か
進
ん
で

い
る
。
日
本
に
も
、
多
く
の
外
国
人
が
暮
ら
す
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
法
務
省
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
外
国

人
登
録
を
行
っ
て
い
る
日
本
国
内
の
外
国
人
の
総
数

は
、
約
百
三
十
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
世
界
の
国
々
の
外
国
人
が
、
日
本
に
多
く
住
む
よ

う
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
民
族
、
言
葉
、
文
化
、
生
活
習
慣
な
ど

と
触
れ
合
え
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
都
市
に
と
っ

て
は
、
多
様
な
魅
力
づ
く
り
や
国
際
化
の
進
展
の
原

動
力
と
な
る
。
し
か
し
一
方
で
、
外
国
人
に
関
す
る

表－１　外国人登録者数の推移（国籍別）
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さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
課
題
が
発
生
し
て
い
る
。

　
日
本
国
内
の
外
国
人
登
録
者
数
の
内
訳
を
見
る
と
、

韓
国
・
朝
鮮
人
及
び
中
国
人
が
、
外
国
人
登
録
者
数

全
体
の
約
七
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
韓
国
・
朝
鮮
人

及
び
中
国
人
の
中
に
は
、
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
と
呼
ば

れ
る
人
た
ち
に
加
え
て
、
留
学
や
研
修
の
目
的
で
一

時
的
に
日
本
に
来
る
人
た
ち
も
増
え
て
い
る
。

　
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
の
人
た
ち
は
、
日
本
に
生
活
の

本
拠
を
持
ち
、
生
活
実
態
も
日
本
人
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
、
言
葉
や
生
活
習
慣
に
は
あ
ま
り
不
自
由
し
て

い
な
い
。
し
か
し
、
労
働
や
教
育
な
ど
生
活
の
多
く

の
場
面
に
お
い
て
、
日
本
人
と
異
な
っ
た
処
遇
を
受

け
る
こ
と
が
多
い
現
状
が
あ
る
。

　
一
方
、
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
と
呼
ば
れ
る
東
南
ア
ジ
ア

や
南
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
人
た
ち
は
、
こ
の
十
年
間
で

急
激
に
増
加
し
た
。
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
人
た
ち
は
、

言
葉
、
文
化
、
生
活
習
慣
な
ど
が
ま
っ
た
く
異
な
り
、

日
常
の
生
活
に
か
な
り
不
自
由
す
る
こ
と
が
多
い
。

　
そ
の
た
め
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
へ
の
入
居
拒
否
、
外

国
人
女
性
へ
の
人
権
侵
害
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
対

す
る
対
応
な
ど
、
新
た
な
数
多
く
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
に
お
い
て
も
、
違
う
言
語

違
う
生
活
習
慣
を
持
っ
た
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の
人
た
ち

の
急
増
に
よ
り
、
日
本
人
の
側
に
も
外
国
人
の
側
に

も
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
と
ま
ど
い
や
誤

解
な
ど
が
生
ま
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
や
摩
擦
が
発
生
す
る

現
状
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
法
務
省
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
約
三
十
万

人
の
超
過
滞
在
者
な
ど
が
い
る
。
こ
れ
ら
の
超
過
滞

在
者
な
ど
に
つ
い
て
は
、
超
過
滞
在
が
ゆ
え
に
問
題

が
潜
在
化
し
、
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
人
権
尊
重
の
観
点
か
ら
の
対
応
を
困
難
に
し
て

い
る
。

外国人登録者数の10年間の推移表－２
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２
－
横
浜
市
の
外
国
人
市
民

①
ｌ
外
国
人
登
録
者
数

　
横
浜
に
は
、
約
百
三
十
カ
国
、
四
万
七
千
人
の
外

国
人
市
民
が
住
ん
で
い
る
。
十
年
前
と
比
較
す
る
と
、

外
国
人
登
録
者
の
数
は
二
倍
と
な
っ
て
お
り
、
主
な

内
訳
は
表
－
１
、
そ
の
推
移
は
表
‐
２
の
と
お
り
で

あ
る
。
特
徴
的
な
こ
と
は
、
過
去
の
歴
史
的
経
過
な

ど
に
よ
り
以
前
か
ら
多
く
住
ん
で
い
る
韓
国
・
朝
鮮

人
は
、
一
・
一
倍
と
ほ
と
ん
ど
変
動
が
な
い
。
ま
た
、

横
浜
に
は
中
華
街
も
あ
り
、
中
国
人
も
多
く
住
ん
で

い
る
が
、
こ
の
十
年
間
で
二
・
四
倍
に
増
え
て
い
る

の
は
、
留
学
や
研
修
の
目
的
で
来
た
人
な
ど
の
増
加

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
比
べ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ

な
ど
東
南
ア
ジ
ア
の
人
や
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
な
ど

南
ア
メ
リ
カ
の
人
が
急
増
し
て
い
る
。
特
に
、
ペ
ル
ー

は
六
七
・
五
倍
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
四
四
・
四
倍
と
激
増

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
九
九
〇
年
の
「
出
入
国
管

理
及
び
難
民
認
定
法
（
入
管
法
）
」
の
改
正
に
よ
っ

て
、
在
留
活
動
に
制
限
が
な
く
、
就
業
で
き
る
在
留

資
格
「
定
住
者
」
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
が
、
大
き
な

原
因
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。

②
－
国
籍
別
の
構
成
比
と
永
住
傾
向

　
外
国
人
登
録
者
数
を
国
籍
別
の
構
成
比
か
ら
見
る

と
、
東
南
ア
ジ
ア
や
南
ア
メ
リ
カ
の
人
た
ち
の
急
増

な
ど
に
よ
り
、
十
年
前
と
比
較
す
る
と
、
韓
国
・
朝

鮮
人
の
構
成
比
は
五
六
・
一
％
か
ら
三
二
・
八
％
へ

低
下
し
て
い
る
。
中
国
人
は
、
外
国
人
登
録
者
数
が

二
・
四
倍
に
増
え
て
い
る
た
め
、
構
成
比
も
二
二
・

四
％
か
ら
二
七
・
二
％
へ
上
昇
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
外
国
人
登
録
者
数
を
在
留
資
格
か
ら
見
る

と
、
韓
国
・
朝
鮮
人
は
、
登
録
者
数
の
七
五
％
以
上

が
永
住
資
格
を
持
っ
た
人
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
へ

の
永
住
傾
向
が
強
い
と
い
え
る
。

３
一
外
国
人
市
民
施
策
の
現
状

　
外
国
人
市
民
の
抱
え
る
問
題
は
、
大
き
く
分
け
て

い
わ
ゆ
る
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
と
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
と
で

は
異
な
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
中
で
も
国
や
世
代
に

よ
っ
て
、
ま
た
在
留
資
格
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ら
に
異

な
る
。
加
え
て
、
労
働
、
住
居
、
福
祉
、
医
療
、
教

育
な
ど
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
問
題
は
互
い
に

複
雑
に
関
係
し
あ
っ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
一
口
に
外
国
人
市
民
施
策
と
い
っ
て

も
、
そ
の
内
容
は
広
範
多
岐
に
わ
た
り
、
横
浜
市
で

は
ほ
と
ん
ど
の
局
区
に
お
い
て
、
外
国
人
市
民
に
対

す
る
何
ら
か
の
施
策
を
行
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
す
べ

て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
主
な
も
の
は
、

表
－
３
の
一
覧
表
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
、
以
下
に

は
、
こ
の
「
調
査
季
報
」
に
お
い
て
、
他
の
章
で
書

か
れ
て
い
な
い
施
策
で
、
最
近
の
報
道
な
ど
で
話
題

に
な
っ
て
い
る
施
策
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
る
。

①
－
外
国
語
に
よ
る
広
報
、
情
報
提
供

　
多
く
の
外
国
人
市
民
に
と
っ
て
、
言
葉
の
問
題
は

大
き
な
問
題
で
あ
り
、
特
に
漢
字
ま
じ
り
の
日
本
文

を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
は
、
相
当
期
間
の

学
習
を
要
す
る
た
め
、
か
な
り
の
困
難
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
横
浜
市
で
は
、
英
語
、
中
国
語
、
ハ
ン

グ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
よ
る
広
報
、

情
報
提
供
が
、
各
局
区
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
手
段

で
行
わ
れ
て
い
る
。
生
活
情
報
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
し
て
「
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
、
制
度
や
シ
ス
テ

ム
を
解
説
し
た
各
種
案
内
と
し
て
「
国
民
健
康
保
険

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
、
「
外
国
人
児
童
保
育
の
手
引
書
」
、

定
期
的
な
情
報
紙
と
し
て
｢
Y
o
k
o
h
a
m
a

e
c
h
o
」

な
ど
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
印
刷
物
の
配
布
に
よ
る
情
報
提
供
は
、

情
報
が
手
元
に
残
る
の
で
効
果
が
大
き
い
反
面
、
ど

れ
く
ら
い
外
国
人
市
民
に
読
ま
れ
て
い
る
の
か
チ
ェ
ッ

ク
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
、
外

国
人
市
民
が
、
情
報
を
入
手
し
や
す
い
方
法
や
場
所

を
正
確
に
把
握
し
、
公
共
機
関
の
み
な
ら
ず
、
外
国

人
が
頻
繁
に
利
用
す
る
金
融
機
関
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
な

ど
の
施
設
や
、
外
国
人
が
多
く
働
い
て
い
る
企
業
な

ど
と
連
携
し
て
、
適
切
な
情
報
提
供
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
タ
ガ
ロ
グ
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
タ
イ
語
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
多
言
語
で
の
情
報
提
供
も
課
題
だ

ろ
う
。

②
－
外
国
語
に
よ
る
相
談
・
支
援

　
外
国
語
に
よ
る
相
談
に
つ
い
て
は
、
市
民
相
談
室

で
市
政
や
法
律
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
る
が
、

実
施
場
所
が
市
役
所
で
あ
る
こ
と
、
働
い
て
い
る
人

が
時
間
の
と
れ
る
平
日
夜
間
や
休
日
に
利
用
で
き
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
外
国
人
市
民
が
利
用
し
づ
ら
い

面
も
あ
る
。

　
ま
た
、
日
本
の
文
化
や
生
活
習
慣
に
不
慣
れ
な
ニ
ュ
ー

カ
マ
ー
の
相
談
内
容
は
、
広
範
多
岐
に
わ
た
り
、
相

談
を
受
け
る
側
に
も
相
手
の
文
化
や
生
活
習
慣
を
理

解
し
、
相
手
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
正
確
に
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
が
多
い
。
特
に
、
精
神
的
な

悩
み
に
関
す
る
相
談
、
家
庭
や
子
ど
も
の
教
育
に
関

す
る
相
談
な
ど
は
、
専
門
的
知
識
を
要
し
、
解
決
ま
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表－３　横浜市の主な外国人市民施策

１　生活一般

　（1）外国語による広報、情報提供

　　●生活情報ガイドブックの配布

　　「暮らしのガイド」（英・ハングル・中）など

　　・各種案内

　　「国民健康保険ガイドブック」（英・ハングル・中・スペイン・ポルトガル）

　　「外国人児童保育の手引書」（英・ハングル・中・スペイン・ポルトガル）

　　「緊急時インフォメーションカード」（緊急時の連絡先等を掲載したカード（英・ハングル・中・スペイン・ポルトガル語）など）

　　●定期情報誌の配布

　　「yokohama　echo」（英）など

　（2）生活相談、生活支援・交流

　　●外国人相談窓口の設置（英、ハングル、中、スペイン、ポルトガル語で市政、法律相談を実施）

　　●国際交流ラウンジの整備、運営（外国人市民への生活情報等の提供・相談や日本人市民との交流、市民ボランティア活動の支援な

　　どのため、各区に整備。既設２館＝横浜国際交流ラウンジ、青葉国際交流ラウンジ）

　　●区役所窓口外国人サービスの向上

　　外国人市民が多く来庁する区役所に、外国語ができる嘱託員を配置（中区；英語、鶴見区；スペイン語・ポルトガル語、港北区；英

　　語）

　　●市民通訳ボランティアの派遣（区役所、保健所の窓口等に市民通訳ボランティアを派遣。登録者数;209人、言語数;2lカ国語）

　　●いのちの電話外国人相談（週２回、スペイン語、ポルトガル語で生活や心の悩みに関する相談を実施）への支援

　　●日本語学習の支援（日本語教室の開催、日本語ボランティアの育成支援）

　（3）外国人市民にも暮らしやすい街づくり

　　●住居表示のローマ字、外国語による併記

　　●案内表示のローマ字、外国語による併記（道路、地下鉄、市バス、庁舎、市立病院等）

２　医療・福祉

　（1）外国人高齢者、障害者への福祉給付金の支給

　　国民年金法の関係から無年金者となっている、外国人高齢者・障害者に福祉給付金を支給

　　・支給額（平成７年度）

　　〈障害者》　　（重度）月額36,000円　（中度）24,000円

　　《高齢者》　　　　　　月額10,000円

　（2）外国人児童保育の支援

　　外国人児童が多い保育園への、アルバイト保母の配置や支援

　（3）行旅病人・行旅死亡人取扱事業

　　外国人が旅行中に病気等になった場合、入院・救護するとともに入院医療費の支払いが困難なときに医療費等を支弁

　（4）外国人医療対策事業

　　外国人の緊急医療の未払金を、横浜市と神奈川県が半額ずつ負担して、医療機関に助成

３　教育

　（1）「在日外国人（主として韓国・朝鮮人）にかかわる教育の基本方針」の策定

　（2）帰国子女、外国人児童生徒への支援

　　●国語教師担当教員の配置

　　・日本語教室の開催

　（3）私立外国人学校への補助

　　・対象学校数＝9校

　（4）留学生に対する支援

　　●横浜国際学生会館の運営（留学生をめぐる住環境改善と地域の国際化を支援するため設置、運営）

　　《所在》鶴見区本町通

　　《入居者》市内大学に在籍する留学生等　135人（115室）

　　●留学生寮の運営

　　●学習奨励金の支給（横浜国際交流基金から、市内在住・在学の私費留学生に学習奨励金を支給）

　　《横浜留学生学習奨励金》　　　月額50,000円

　　《横浜留学生特別学習奨励金》　　月額100,000円

　　※昭和63年度～平成５年度は、生活支援金（月額10,000円）を支給

　　●市民と留学生との交流事業の実施

４　人権啓発活動の推進

　　広報紙や講演会・研修会などを通して、外国人に関する人権啓発を実施

５　庁内体制の整備

　（1）「ゆめはま人権懇話会」の設置

　　　外国人の人権を含むさまざまな人権問題について、各分野の専門家から提言をいただくため、20人の委　員からなる懇話会を設置

　（2）横浜市国際化事業連絡調整会議・在住外国人施策部会の設置

　　　外国人市民支援施策などに関する総合調整を行うため、庁内関係課長による部会を設置

６　その他

　（1）横浜国際交流基金からの助成

　　横浜市内に事務所等があり、主に市内で活動をしているボランティア団体が、

　　①青少年の海外派遣または受入事業,②途上国における国際協力・支援事業.③国際間の相互理解または国際交流事業

　　を実施する場合に、事業費の一部を助成

　（2）外国人市民生活実態調査の実施

　　外国人市民の生活・就労等に関して、どのような不便や困難が生じているのか実態を把握し、外国人市民施策の充実を図る。
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